
演
題
八
特
別
講
演
Ｖ

プ
ロ
グ
ラ
ム

会
長
挨
拶

一
蘭
医
、
長
崎
浩
斎
の
年
譜
記
録
…
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
市
）

二
金
沢
初
の
私
立
病
院

「
集
誠
病
院
」
に
つ
い
て
…
…
：
．
…
多
留
淳
文
（
金
沢
市
）

三
加
越
能
文
庫
（
文
書
）
に
承
ら
れ
る

医
事
史
料
、
黒
川
良
安
関
係
史
料
…
正
橋
剛
二
（
密
山
市
）

四
金
沢
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室

歴
代
教
授
の
墓
所
と
遺
族
：
…
…
…
・
中
村
俊
雄
（
金
沢
市
）

五
明
治
初
期
の
衛
生
学
書
・
…
…
・
…
…
橋
本
和
夫
（
金
沢
市
）

六
皮
膚
科
学
者
：
：
：
土
肥
章
司
：
：
：
：
．
長
門
谷
洋
治
（
壷
中
市
）

七
草
深
甚
四
郎
の
伝
記
に
記
さ
れ
た
「
血
留
の
法
」
と

ア
ン
ブ
ロ
ァ
ス
・
・
ハ
レ
の
外
科
害
に
見
ら
れ
る

「
間
接
的
皮
膚
縫
合
術
」
の
伝
来
を
う
か
が
わ
せ
る

「
金
瘡
書
」
に
つ
い
て
．
：
．
：
…
・
…
：
加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

八
『
枕
草
子
』
の
中
の
医
学
…
…
…
…
白
崎
昭
一
郎
（
梱
井
市
）

九
白
穏
和
尚
著
「
夜
船
閑
話
」

巻
の
上
の
紹
介
・
…
…
…
…
…
：
．
：
・
・
・
加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

特
別
講
演

大
野
藩
の
医
学
：
：
：
：
：
：
：
：
…
：
：
：
：
岩
治
勇
一
鋪
本
鑪
学
診

例
ざ
軍
記
録

囮

一
、
は
じ
め
に

木
簡
と
い
う
と
藤
原
京
や
平
城
京
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
だ
け
と
思
わ
れ

て
い
る
様
で
あ
る
が
、
次
の
表
１
に
示
し
た
如
く
戦
前
か
ら
、
し
か
も
か
な

り
広
範
川
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
し
か
も
木
簡
は
古
代
か
ら
中
世
ま
で
か
な

；
蝋
会
恥
抄
録

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
卜
‐
Ｉ
Ｉ
ｆ
鵬
朏
仙
昨
ｒ
’
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

四
月
例
会
平
成
三
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
像
の
作
者
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ン
ジ
ェ
ー
と

医
人
達
大
村
敏
郎

一
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
等
の
金
創
跣
撲
図
へ
の
、
十
七
世
紀
ド
イ
ツ

外
科
書
Ｐ
Ｈ
Ｂ
四
日
①
昌
目
旨
冒
ｏ
匡
吋
員
哩
２
日
の
投
影
蒲
原
宏

一
済
生
学
舎
廃
校
後
の
私
立
医
学
校
の
流
れ
唐
沢
信
安

六
月
例
会
平
成
三
年
六
月
二
十
二
日
（
士
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
の

一
端
山
根
信
子

一
三
浦
環
と
主
治
医
三
浦
謹
之
助
我
部
正
彦

一
『
金
瓶
梅
』
に
承
る
中
国
医
学
と
道
教
吉
元
昭
治

木
簡
に
み
ら
れ
る
「
医
史
学
」
的
記
述
に
つ
い
て

〃

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
歴
史
科
樋
口
誠
太
郎

劉
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り
長
い
時
代
に
亘
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
紙
の
代
わ
り
と
し
て
、
多
量
の
木
簡
か
発
掘
さ
れ
、
そ
れ
が
雌

史
研
究
上
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
平
城
京
跡
か
ら

の
も
の
と
昭
和
四
十
一
年
の
藤
原
京
跡
か
ら
の
も
の
以
後
で
あ
ろ
う
。

平
城
京
跡
出
土
の
木
簡
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
か
ら
『
平
城
京
発
掘

調
査
出
土
木
簡
概
報
』
と
し
て
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
御
存
じ
の

方
が
多
い
と
思
う
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
報
告
書
が
た
だ
刊
行
さ
れ
る
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
研

究
に
活
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
、
か
っ
て
昭
和
五
十
三
年
一
月
十

七
日
の
医
史
学
会
の
例
会
で
「
医
事
資
料
と
し
て
承
た
古
京
出
土
木
簡
の
研

究
」
と
題
し
て
、
主
と
し
て
木
簡
や
そ
の
削
り
く
ず
に
見
ら
れ
る
薬
草
及
薬

物
と
推
定
さ
れ
る
も
の
へ
考
察
を
試
ゑ
た
。
今
回
は
そ
の
延
長
線
上
に
於
て
、

そ
の
後
ど
の
様
な
新
し
い
資
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
医
史
学
研
究
の
一
助

と
な
る
か
を
、
平
城
京
と
藤
原
京
か
ら
発
掘
さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
、
考
究

し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
医
史
学
的
視
点
か
ら
見
た
木
簡
の
記
述

『
薬
物
請
求
の
文
書
木
簡
』
橿
原
考
古
学
研
究
所
蔵
藤
原
宮
出
土
木
簡

車
前
子
一
升
西
辛
一
両

（
人
力
）

⑩
受
被
レ
給
薬
久
参
四
両
石
三
種

多
治
麻
内
親
王
宮
政
人
正
八
位
下
陽
胡
甥

注
、
木
簡
の
中
の
一
種
に
文
書
的
な
形
態
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
医
史
学
的
資
料
の

木
簡
に
は
、
そ
の
役
剖
か
ら
此
の
形
態
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
木
簡
は
藤
原
京

の
典
薬
寮
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
た
の
で
、
典
薬
寮
に

三
、
ま
と
め

今
回
の
発
表
の
要
点
は
、
い
く
つ
も
の
木
簡
の
記
述
（
こ
こ
に
と
り
あ
げ

た
も
の
だ
け
で
は
な
い
が
）
を
例
に
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
中
に
、
１
、
薬

物
、
２
、
医
方
、
３
、
医
師
、
４
，
人
の
死
に
関
す
る
記
録
、
な
ど
が
見
ら

れ
る
こ
と
、
特
に
医
方
に
関
し
て
は
木
簡
の
中
に
処
方
菱
の
よ
う
な
木
簡
も

あ
り
、
薬
物
の
名
前
と
分
量
、
調
合
の
方
法
、
服
薬
の
方
法
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
と
り
あ
げ
た
。

私
が
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
発
掘
さ
れ
た
木
簡
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、

さ
ら
に
遣
唐
使
船
な
ど
で
も
た
ら
さ
れ
る
中
国
医
学
と
の
関
連
な
ど
に
も
川

を
通
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（

平
成
三
年
二
月
二
十
三
日
例
会
）

宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
の
世
人
は
こ
の
よ
う
に
典
薬
寮
に
薬
物
を

砧
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
平
城
京
出
土
木
簡
昭
和
四
十
二
年

一
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

死
大
初
位
下
秦
忌
寸
口
麻
、
Ⅱ
Ⅱ

注
、
官
人
と
し
て
身
分
は
あ
ま
り
高
く
は
な
い
が
、
死
去
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
木

簡
の
よ
う
で
あ
る
。

同
右
十
一
昭
和
五
十
二
年

⑨
式
部
省
召
中
務
省
陰
陽
寮Ｉ

右
大
人
舎
寮
内
薬
司
右
省

閏
口
月
十
六
日

注
、
式
部
省
か
ら
よ
び
川
さ
れ
た
管
下
の
役
所
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（180） 652


